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ある日の保育室でのことである。クラス担任の先生が、園児に季節感を楽しめるよう

な折り紙を用いた造形の指導を行っていた。私も何気なく保育室の後ろのほうに居場所

を見つけ、その様子をほのぼのとした気持ちで眺めていた。担任の先生は折り紙の折り

方が理解しやすいように途中までの折り方を説明し、園児がそれに取り組み、説明した

ところまで出来たら次の折り方を説明するというように折り方を段階的に分けて進め

ていた。 

 

 しかし、Ａ君はうまく折ることができず、「わかんな～い」と声をあげた。たまたま

そばにいた私が、Ａ君に「こう折るんだよ」と手助けをした。「あ、出来た！」とＡ君

は嬉しそうである。担任の先生はＡ君とクラス全員の進み具合を確認しながら、次にど

う折るか、その折り方を範示した。 

 

だが、Ａ君はまた「わかんな～い」と声をあげた。そんなに難しい折り方でもないは

ずなのに妙だなと思ったが、今度もまた「こう折るんだよ」と手助けをした。間を置い

て次の段階の折り方が示された。そしてまたＡ君は「わかんな～い」と言い、私のほう

をチラチラと見た。どうやらＡ君は私とのやりとりを楽しんでいるようだ。私は微笑ま

しくなって、Ａ君に「ちゃんと聞いてた！？」とからかうように言ってみた。Ａ君は「う

ん、ちゃんと聞いてた！」と楽しそうである。 

 

 私とＡ君の様子を担任の先生もまた微笑ましく感じたのか、特に何も言わずそのまま

次の折り方を説明した。案の定、説明の後、Ａ君が私のほうを見た。そして言った。 

  

Ａ君「わかんな～い」 

 私 「わかんなくない」 

 Ａ君「どうやるの？」 

 私 「もう教えな～い！」 

 Ａ君「えー！ 教えてー！」 

 

 かわいいなあと思いつつ、折り方の手助けをしようと思ったら・・・あれ、どうやる

んだ？ 説明を聞いてわかったつもりでいた折り方が、いざ折ろうとしたらうまくいか

ない。Ａ君と一緒になって、あれこれ試したがうまくいかない。今度はとうとう私が言

うはめになった。「先生、わかんな～い」。 

 

この出来事がＡ君には新鮮だったらしい。担任の先生に私が折り方を教わってる隣で、

Ａ君は終始ニコニコしていた。そして、それ以後、私を見かけるたびに「また一緒に遊

ぼうね」と声をかけてくれるのである。 
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